
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の予定 

4 月 14 日(火)～5月３１日(日)までは、臨時休業（休校）。 

5月 7日(木)以降の日程については、5月1日(金)にメール配信とホームページで連絡します。 

5 月 13 日(水)～15 日(金)に予定していました中間考査は中止いたします。 

1 学期の成績は、6月 30日(火)～7月 3日(金)の期末考査、休校中の課題や平常点で算出します。 

例年と異なる対応ですので、生徒の皆さんの不利にならないよう柔軟に対応するつもりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新年度が始まってすぐに休校となり、現在も家庭学習が続いています。学校生活を送ることができれば、人との

関わり方、物事の考え方、発言や行動が磨かれていくものです。学校というのは、そのような学びを得る貴重な場

所だったのだと、休校になった今あらためて認識させられます。新型コロナウイルス感染防止のため、貴重な学ぶ場

を生徒の皆さんに提供できないのが残念でなりません。少しでも学習を進めるために休校中の課題を準備しまし

た。家では時間割などありませんので、自分で時間を決めて取り組んでください。 

休校は日本全国で起きており、住む場所によって違いはなく、高校生である皆さんに 1日＝24時間が平等に

与えられています。平等であるはずの“時間”を、皆さんは有効に使えていますか？  

一人一人の持つ能力や、身の回りの環境は、全く異なります。少しの時間しか勉強していないのに、テストで高

得点とってしまう人もいれば、何時間も勉強したのに得点が伸びない人もいます。家の手伝いをして自分の時間

が取りにくい人もいれば、食事や洗濯などを家族にやってもらい自分の時間が自由に使える人もいます。 

他の人の能力や環境がうらやましく感じる人もい

れば、とても恵まれた能力や環境を無駄にしてしま

っている人もいるかもしれません。そんな人は早く気

づいてください、自分の能力や環境は、生活時間を

工夫して“自分で変えていく”しかないのです。隙間

時間を見つけては努力し、少しずつでも成長してい

くことで、自分を変えていきましょう。 

「他人と過去は変えられないが、自分と未来は

変えられる」という言葉があります。この休校期間

に、いかに日々を充実させ、自分を変えるチャンスを

ものにするのか、こだわって生活してみましょう。その

ために、休校中の課題に「学習の記録」を入れてあ

ります。あまり活用できていない人は、今日からでも

活用して自分と未来を変えていきましょう！ 

球磨工業高校 教務だより ４月号  

「未来社会を切り拓く力」           

今何ができるか、前向きに考え、 

困難な状況だからこそ 

「上を向いて歩こう」なのです 

2020年 4月 7日の人吉新聞 で 

原田校長が紹介されました。 

今こそ、未来社会を切り拓く力が求められる     校長 原田 茂 

 

 

新型コロナウイルス感染拡大が心配される中、新年度がスタート

しました。新任式、始業式、入学式と感染防止対策をしながら、

取り組んできましたが、日本国内、全世界、感染拡大の猛威が止

まらない困難な状況になってきました。本校の先生方もこの難しい

状況にあっても、何とか少しでも生徒の皆さんの能力を伸ばしたいと

いう思いがあり、学習課題を作って各家庭に届けたり、学校安心メ

ールや電話等を使って状況を確認したり、できることに取り組んでい

ただいています。 

今、私たちにできることは何でしょうか。それは、一人ひとりが、しっ

かり健康を維持し、感染防止に継続して毎日取り組むことが基本

になります。我慢強く、粘り強くやるしかありません。しかしながら、こ

の困難な状況にあっては、新たに学び、人間として大切なことを獲

得できる機会だと考えます。 

始業式で皆さんにお話ししましたが、今こそ、次の３点について、

自分自身の力を高めてほしいと考えています。これらの資質・能力

は皆さんが将来、困難な中から、新たな社会を切り拓き、逞しく生

きていく力になると思います。 

令和２年（２０２０年）４月２８日発行 

休校期間中は、与えられた学習課題だけでなく、自ら課題やテーマを探して取り組むことができます。自分が

主体的に学ぶ内容こそが、真の実力を身に付けることでしょう。自分でノートを準備して、毎日、自主的に自分

で決めて新たな学習課題に取り組んだり、テレビのニュースや新聞記事を見て考えたこと、読書をして感じたことを

書いたりすることに積極的に取り組んでみてください。そして、学校が再開したら、その内容を先生方に見せてくだ

さい。本来、学習や研究は、自主的に取り組むべきものなのです。皆さんが休校期間中に主体的に取り組んだ

内容は、成果として必ず先生方は高く評価します。 

日本社会をはじめ、世界に目を向け、一人の国民として、人類の一員として、直面しいている危機にしっかりと

向き合い、自分で考え、学び、行動する。そのような意識を持って、休校中の日々を有意義に過ごしてください。 

これから迎える社会は、主体的に学びに向かう力、学び続ける力、そして仲間と協力し合い、助け合い、課題

を解決し、目標を達成していく力が必要になることでしょう。今何ができるか、前向きに考え、困難な状況だからこ

そ「上を向いて歩こう」なのです。 

 １ 主体性とリーダーシップ 

 ２ チャレンジ精神とあきらめない心 

 ３ 思いやりと感謝の心 


